
議
案
第
八
十
二
号

議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
聴
声
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
′
つ
い
て

次
の
と
お
り
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
粂
融
の
1
部
を
改
正

す
る
こ
と
に
つ
い
て
'
地
方
自
治
法
(
昭
和
二
十
二
年
法
衝
第
六
十
七
号
)
第
九
十
六
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
'
本
議
会
の
議
決
を
求
め
る
｡

昭
和
六
十
1
年
九
か
十
六
日

三

-

朝

　

町

　

長

.

　

安

　

　

田

　

　

真

　

1

　

郎

招
聖
八
番
隼
九
月
弐
四
日
　
慮
寮
可
決

三
朝
町
飯
食
観
長
名
鑑
奥
歯



三
朝
町
条
例
第

i
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I
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一

早

議
会
の
義
貞
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
併
等
に
閑
す
る
条
例
の

l
部
を
改
正
す
る
条
例

議
会
の
義
貞
そ
の
他
非
常
勤
の
戦
鼻
の
公
務
災
害
補
併
等
に
関
す
る
条
例
(
暗
和
四
十
二
年
三
朝
町
条
例

第
三
十
二
号
)
　
の
t
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
｡

｢

弟
二
条
第
二
号
中
｢
(
同
法
竺
一
十
条
の
規
定
に
よ
る
被
保
険
者
を
除
く
｡
)
｣
を
削
る
｡

･
第
十
二
粂
第
1
項
中
･
r
の
各
号
｣
を
削
り
,
同
項
･
第
1
号
及
び
第
三
号
中
｢
五
十
恵
歳
｣
を
｢
六
十
歳
｣

)

に
改
め
る
｡

集
■
十
三
集
束
一
項
第
六
号
中
｢
五
十
五
歳
｣
を
｢
六
十
歳
｣
に
改
め
る
｡

第

十

四

条

の

次

に

次

の

一

条

を

加

え

る

｡

　

　

　

　

　

　

　

′

(
年
金
た
る
補
併
打
額
の
端
数
処
理
)

･
第
十
四
条
の
こ
　
傷
病
補
併
年
金
･
障
害
補
併
年
金
又
は
遺
族
補
償
年
金
(
以
↑
｢
年
金
た
る
補
償
｣
と
い

う
｡
)
の
額
に
五
十
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
'
こ
れ
を
切
り
捨
て
ヽ
五
十
円
以
上
百
円
未
満
の
端

数
が
あ
る
と
き
は
､
こ
れ
を
育
円
に
切
り
あ
げ
る
も
の
と
す
る
｡

集
十
六
集
中
｢
第
二
十
壷
粂
｣
の
下
に
｢
'
第
三
十
九
.
条
の
ニ
｣
を
加
え
る
｡



-i'　.

ちこ

/

第
十
七
集
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
｡

(
福
祉
施
設
)

第
十
七
条
　
実
施
機
関
は
･
公
務
上
の
災
嘗
又
は
通
勤
に
よ
る
災
害
を
受
け
た
職
負
(
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
｢
被
災
聴
負
｣
と
い
う
｡
)
及
び
そ
の
遺
族
の
福
祉
に
閑
-
必
要
な
次
の
施
設
を
す
る
よ
う
に
努
め

＼

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

一
外
病
後
処
置
に
関
す
る
施
設
,
補
装
具
に
閑
す
る
施
設
'
リ
ハ
､
ど
リ
テ
-
ジ
ョ
ン
に
由
す
る
施
設
そ

の
他
の
被
災
触
鼻
の
円
滑
な
社
会
復
帰
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
施
設
l

ニ
被
災
聴
鼻
の
療
兼
生
活
の
援
護
,
そ
の
遺
族
の
就
学
の
援
護
そ
の
他
の
被
災
戟
貞
及
び
そ
の
遺
族
の

援
護
を
図
る
た
め
に
必
要
な
実
金
の
支
給
そ
の
他
の
施
設

一

附
則
第
四
条
の
次
に
次
の
1
条
を
加
え
る
｡

(
連
帯
補
併
年
金
の
受
給
資
格
年
瀞
の
特
例
等
)

集
四
条
の
二
　
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
期
間
に
死
亡
し
た
我
見
の
遺
族
に
対
す
る
第
十
二
条
及
び
第
十
.
1
1
1

条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
,
同
表
の
上
欄
に
渇
げ
る
期
間
の
区
分
に
応
じ
'
第
十
二
条
第
一
項
第
l

号
及
び
撃
毒
並
び
に
第
十
三
条
第
l
項
第
六
号
中
｢
六
十
歳
｣
と
あ
る
の
は
'
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄

に
絡
げ
る
字
舟
と
す
る
｡

'
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｣-宿 和 ･六 +1. 四 年 ∴十 月一一 二日 一一か ら 脂 和~ 六 十 五 年~ -九 月二 十 BL 普 -七, �8�2������������ｲ�D����ﾈ粐�?｢�*��.w���2�ｹ���7h*ﾗ"���貭�D��ｾ2�ﾈ����?｢��8���停��昭, 和 +六 十 年■ ■十 ∫.月 日.__ か らp .昭 蘇.. 六 _十 年. 九. 月一 十 _/El- 漢 で〉 傴｢���爾�����X��D�����ﾈ鈔�|r�*奉��.r�諟爾�������r��D��ｾ2�ﾈ��ｲ�?｢��-ﾈ��爾�X,R�

五 十 九 読 佻ﾂ�����J｢�<r�五 十 七 読 抱ﾍﾂ�頷ﾂ���ﾜｲ�

r
l

γ
艶

.

1

　

･

　

　

　

　

　

　

山

t

E

次
の
表
の
嘉
に
揚
げ
る
期
間
-
藤
上
死
亡
し
,
叉
は
通
勤
に
ょ
｡
死
亡
し
た
磯
貝
の
夫
'
父
母
､

祖
父
母
及
び
兄
弟
姉
妹
で
あ
っ
て
,
当
承
聴
負
の
死
亡
の
当
時
,
そ
の
-
に
ょ
っ
て
生
計
姦
持
L
t

か
つ
,
賢
の
中
潮
紅
掲
げ
る
年
齢
で
あ
っ
た
も
の
＼
(
第
十
二
条
＼
第
-
項
第
四
号
に
規
写
る
者
で
あ
っ
ノ

て
第
十
三
条
第
妄
第
六
号
に
琶
す
る
量
ら
な
い
も
の
を
除
く
｡
.
)
は
,
-
二
条
第
1
項
(
前
項

に
お
い
て
読
蓋
え
ら
れ
る
-
を
含
む
｡
)
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
,
遺
族
補
償
年
金
を
受
け
る
こ
と
-

が
で
言
遺
族
と
す
る
｡
こ
の
-
牢
丸
い
て
,
,
*
十
二
粂
第
三
項
中
｢
遺
族
補
償
年
金
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
遺
族
｣
と
あ
｢
る
の
は
｢
遺
族
補
償
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
遺
演
(
附
則
第
四
条
の
二
第

二
項
の
規
定
に
基
づ
き
遺
族
補
償
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
た
遺
族
で
あ
っ
て
'
当
該

･
澄
族
補
鎌
年
金
に
雪
雲
の
死
亡
の
時
期
に
応
じ
･
同
項
の
表
の
-
に
揚
げ
る
年
齢
に
達
し
な
い
も

､..)

i

 

Y

J



当由. 冰(�2�昭暗 �9u"��8誧ﾂ�

分和 刎�ﾖ��l和l和 賑��刎����

の六 刔ｩ��六不 刔ｩ��刔ｩ��

間十 五 唸���ﾍﾂ粨貭�十十 四三 偖ﾈ��偖ﾈ��
-一■■-I 剩N季 れ十 月月 

年~ 僖颯��年′年 僖颯��

十 仞8��九十 仞8��

負 佇篳ﾈ��月月 曝ﾈ霾��

日. �ｨ�?｢�十日 偖ﾉ?｢�偖ﾈ��?｢�

か �?ｨｫ�*辻�日か �?｢ﾈ*���?ｨ*��-ﾅ�.r�,R�

ら �-ﾈ.r�まも ��まら 

で �,R� �6ﾘ,R�

六五＼ 佻ﾈﾍﾂ�五五 ��五五 佻ﾂ�

一十十 偖ﾈ��ノ十十 ��十十 定�爾�

歳五 仞6ﾈﾍﾂ�八五 ��七五 佻ﾂ�

奉歳 `満以 上 停鞋鞋��夢歳 ��~歳歳 �<r�

未比. 帝j(撃� 凅��｢�

沸上 ���2� 冓��2�

一六 �ｨ耳��ﾍﾂ�五 ��五 �ｨﾍﾂ�

i 量十 ‡ 偖ﾂ�十 ��~十■ 偖ﾂ�

九 ���Jｨ爾� 俯R�六 

i歳-, I l l 俐����義 ��■歳 �<r�

の
を
除
ぐ
｡
)
｣
と
･
第
十
三
条
弟
二
項
中
｢
各
号
の
〓
と
あ
る
の
は
｢
第
1
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の

い
ず
れ
か
｣
と
す
る
｡

前
項
に
規
定
す
る
遺
族
の
遺
族
補
償
年
金
を
受
け
る
べ
き
順
位
は
1
第
十
二
条
第
一
項
(
第
蒜
に
お

い
て
読
み
替
え
ら
れ
る
場
合
を
含
む
｡
)
-
に
規
定
す
る
遺
族
の
次
の
慣
位
と
し
､
前
項
に
鹿
定
す
る
遺
族

の
う
ち
に
あ
つ
て
は
,
夫
･
父
母
,
祖
父
母
及
び
兄
弟
姉
妹
の
順
序
と
し
,
父
母
に
つ
い
て
は
､
義
釜

を
先
に
し
､
実
父
母
を
後
に
す
る
｡
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＼
ノ

ー

　

l

､

 

･

＼

〉

一

　

　

　

　

　

　

　

門

t

専

　

)

/

/

ゲ
　
竺
一
項
に
規
定
す
る
遺
族
に
支
給
す
べ
き
遺
族
儒
併
年
金
は
'
そ
の
者
が
同
項
の
表
の
下
欄
に
絡
げ
る

年
齢
に
遵
す
る
月
ま
で
の
間
は
･
そ
の
支
給
を
停
止
す
■
る
'
た
だ
し
,
附
則
撃
1
嘉
の
規
定
の
適
用
を
妨

.
げ
る
も
の
で
は
な
い
｡

附
則
第
五
粂
蔦
表
中
r
鮪
病
補
併
年
金
,
直
音
補
併
年
金
叉
は
遺
族
補
併
年
金
(
以
下
｢
年
金
七
る
補

空
と
い
う
｡
)
｣
を
｢
年
金
た
る
補
償
｣
L
l
･
｢
条
例
の
規
定
に
よ
き
を
｢
条
例
の
規
定
(
第
十
四
条

の
二
を
除
く
｡
)
に
よ
る
｣
に
改
め
,
｢
(
当
萩
年
金
た
る
給
付
の
二
が
支
給
さ
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
'

当
萩
年
金
た
る
給
付
ご
と
に
遍
表
の
蒜
に
絡
げ
る
率
を
l
合
計
し
.
て
得
た
皐
か
ち
妄
控
除
し
た
率
)
｣
を

■削
り
･
｢
(
当
蔽
年
金
た
る
給
付
の
二
が
鼻
冷
さ
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
'
そ
の
合
計
額
)
｣
を
｢
の
合
計

額
｣
に
,
｢
と
す
る
｣
を
｢
と
し
･
こ
れ
ら
の
餅
に
五
十
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
'
こ
れ
を
切
り
治
.

て
,
五
十
円
以
上
首
円
未
溝
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
'
上
れ
を
育
円
に
切
り
上
げ
る
も
の
と
す
る
｣
に
攻
め
､

同
項
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
｡
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定共享な ���/��,��を年三に-一律 宙自�b��9年第 

_.に済.十.つ ���ﾈ,7��除金十十｢第 啜ｨ撃ﾒ�∵＼金一 

よ組三た 坪*ﾘ+ﾚB�く(由一障育 �ｨﾘ��(項. 

る合年障.. 偉法法害 ��ｸ����i�"�○同年害十 一以′.轟法厚五 ��ｸ+��以仁 下規 -｢し- 旧規 

善(律に ��+��_下弟■年生号 唸ｺvﾉ.��B�-.定一 

共暗,集つ �,"�;単.三集一年.) 壷j�+r��つi目す 
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､条. 僖霪��-年粂 �-が-と �/�,e��劔凾ｭ+｣l 

一重集 仞��b�壷井 剋x疎 傚ﾈ,�6ﾒ�劔凵宸ﾆ 
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I 劍�(����� 剪�� 
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金塊 抱ｴｵ��規 凵｡る者 �r�
'-.定 唔.�｢�~定 剴窒ﾉ 唏�ｸ+��

■連.す■ �+r� 頂6��･.合つ 艇,%���

児.る �.�� 仂r�をい 辻ｸ*"�

年季- 壷D雍r�剌怩ﾄ �,B�

:Q¶ ･● 九一一 ��ｲ��ﾂ粐�J｢� 唏������ﾂ���ﾂ�18. ● A 九一 �����ﾂ�J･����｢�耳�ﾂ�����ｷ���ﾂ�飩｢�ｾ8v�B�○ ● 七~ 六 苓�ｲ���爾����ﾂ� 

- 辻���啌�-b�刔｢�

丁　　　. ___._　__一　一__1　----日　-
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寡給合国連 ��ﾉ$"�以第.よ｢厚 仞��

掃き轟家族 ������下一一る遺生 唳iB��
･年れの公基- ��hﾏ｢�単項遺族年 俟��

金る規務礎J ��)�jB�転.の一歩厚金 �r�

場-定員年 僖颯��｢規基生保 儻y?��

合に等金 仞�ｾ��遭走破年険~ ����

を羊､共- �*｢��族に年金法. 仞��

腐る済.当 坪迚9b�基よ金｣の 

く遺一組敦 ��･��礎り.人と規 
○族合補 �+9^"�年支国い定 

)共■法碍 �.ｩ]ｲ��金′給民うに 

又済若~の �.�,ﾂﾒ�｣さ年.○よ 

は年し事 ��ｨ饕�とれ金Yる 

匝金く由■ 刎冰"�い:右等及遺 

民又は_と �/�,b�う一連改び族 
一年は地な 傚ﾈ,��○鹿正国産 

金.遺一方つ �*ﾘ,"�)基法民生 

法族公た ��ｷ�+ﾒ�礎附年年 
の厚務死 苧韋��年別金金 

親生_員亡 册2�金第啓二 

定年等ーこ ��ｸ+��をこの以- 

に金共つ �,"�除.十規下､ 

よが済い 憂B�-しく八~一定単 
pる女組て 啌�,B�○粂にに 

○■_ 烹ﾂﾂ�○ ��

● -.九. ��ﾂ�ｾ2�● A 

- 辻� 
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金痩 仞�e��障~旧.旧 劔由 船 負 保 険 義 の 撃- 青 年 二牟 ��

叉~■害 �*｢闔r�育 厚 坐 +壷 ･金､ 及一 ･ぴ 障 ･害 '基 礎_ ･年 金 仄yfﾘﾏ｢�

は基~ 佛(ﾏ｢�帝j��b�

障硬 ･青年 草金 隻( ･年.当 坪､yTﾒ�X+5�闔｢��.｢霎�褪�X.抽B���9h���僖���D��ﾘｾ��8ｾ�6ﾒ��ｹd�]ｲ�,ﾂﾈ��靆��

1.金薮 が ･支併 給の さ､専一 れ-由 ~ると 場な 合つ を'や ･除障 く害 ○に ･-.)つ もヽ ーて++ 障 坐 田 共 済 J竿 俑�ﾈ･��/�Dぴ��F｢�*ﾘ,ﾂ��ｸ馼爾�?�u"�自Xﾂ�ﾒ�,��,%��ﾘ+ﾒ������ﾒﾘ･��ﾗ�+���,"�+X�"�,JB�ﾗ��鍈�ﾜr�b�驢｢�����ﾂ��･�爾�X自D��ｾ�B�囘���r�,ﾂ�ﾈ���屍�D��ｾ��

一〇一 ��ｲ�○ ● �19 ● A A ��ｲ��ﾂ�齏R��ｲ�一〇 ●- 

● A ��ﾈ爾�J｢�_七 劔七 

八. 帝Jｨ爾�l六 劔六. 
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附
則
第
五
条
第
二
項
申
｢
給
付
の
額
｣
の
↑
に
｢
の
食
計
額
｣
を
加
え
'
同
風
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め

る
｡

附

　

則

こ
の
条
例
は
'
昭
和
六
十
一
年
十
月
1
日
か
ら
施
行
す
る
｡

こ
の
条
例
L
写
る
改
正
後
の
義
金
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
-
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例

等
t
｢
新
条
例
｣
と
い
う
｡
)
賢
孟
及
び
第
…
条
の
規
定
(
新
条
例
附
則
弟
四
条
の
二
第
蒜
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さヽ√

に
お
い
て
読
み
替
え
ら
れ
る
場
合
を
含
む
｡
)
は
'
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
以
後
に
死
亡
し
た
職
員
の
遺

族
に
つ
い
て
適
用
し
'
同
日
前
に
死
亡
し
た
戟
負
の
遺
族
に
つ
い
て
は
'
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
｡

･
Y
'
改
正
後
の
附
則
弟
五
条
の
規
定
は
'
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
一
(
以
下
｢
施
行
日
｣
と
い
う
｡
)
以
後
の

′

ヽ

期
間
に
係
る
年
金
た
る
補
併
及
び
施
行
日
以
後
に
支
給
す
べ
き
事
向
の
生
じ
た
休
業
補
償
に
つ
い
て
適
用

し
,
施
行
日
前
の
期
間
に
係
る
年
金
た
る
補
併
及
び
施
行
日
前
に
支
給
す
べ
き
事
由
の
生
じ
た
休
業
補
償

に
つ
い
て
は
'
な
お
従
前
の
餅
に
よ
る
｡
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